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2011 年の世界の喫煙者数はおよそ 14 億人に達し、世界の人口全体の 22.5％
が喫煙をしている（WHO2011）。ベトナムにおける喫煙率は 23.8% と世界水
準と同等であるが、男性の喫煙率は 47.4% であり、世界水準と 10% 以上の大
きな差がある。一方で女性は、世界水準を大きく下回る 1.4% の喫煙率である。
Ministry of Health はタバコ税を 2015 年に現在の 65% から 105% までに増税す
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2011 年の世界の喫煙者数はおよそ 14 億人に達し、世界の人口全体の 22.5% が喫煙をしている（WHO 2011）。喫
煙に起因する疾病による死亡者数は 510 万人であり、高血圧に続く第 2 のリスク要因である。また、世界的に貧困
と喫煙には関係性があることが明らかになっており、Shafey et al. は、先進国の男性の約 35% が喫煙しているのに
対し、途上国の男性は約 50% が喫煙していて、途上国の人々の喫煙傾向が高いと述べている。 
ベトナムにおける喫煙率は 23.8% と世界水準と同等であるが、男性の喫煙率は 47.4% であり、世界水準と 10% 以
上の大きな差がある。一方で女性は、世界水準を大きく下回る 1.4% の喫煙率である。HealthBridge のベトナム事
務所によると、ベトナムは他国と比較して、富裕層よりも貧困者の方が喫煙する傾向が高いと述べられている。実際、







える。ベトナムでは税率をあげる議論は活発にされており、Ministry of Health は 2015 年に現在の 65% から 105%



























ベトナムにおいて、毎日喫煙者は 19.5%、時折喫煙者は 4.3%、23.8% が喫煙者であり、世界水準と同等なレベル
である。世界で一般的に言われているように、性別、年齢、学歴、所得、地域別に、喫煙率に傾きがある。以下では、
それぞれの分野別に喫煙状況を概観する。





まず、図 1-1-1 には男女別の喫煙率の推移を示した。2010 年の喫煙率は、男性 47.4%、女性 1.4% であり、世界水
準（男性：33.4%、女性：11.7%）から共に 10% 以上もの差がある。1993 年から 2010 年の喫煙率の推移に焦点を当
てると、男性は 61.3% から 47.4% から 13.9% 減少し、女性は 4.1% から 1.4% へと 2.7% 減少している。2001 年には




高いのは、45-64 歳の年齢層の 59.3% であり、25-44 歳の 56.7%、65 歳以上の 33.3%、15-24 歳の 26.1% と続く。ⅱ　男
性の 1993 年からの喫煙率の推移は 2001 年に若干の増加はあるが、減少傾向にある。また、大友（2010）は、13 歳
から 15 歳の子どもの喫煙率は 10% であり、重要な問題であると述べている。男性の教育水準別の喫煙率では、教
育レベルが低い人ほど毎日喫煙者の割合は高く、教育レベルが高い人ほど時折喫煙者の割合は高くなる。VLSS の
1998 年のデータによると、高等学校卒業者より、高等学校以上卒業者は 8.2% も男性喫煙率が高かったが、2001 年
にはその特徴は無くなり、高学歴であれば喫煙率が低いという一貫した傾向がある。男性の職業別喫煙率は、林業・




全体 38.7 8.7 52.6
年齢
　15-24 18.4 7.7 73.9
　25-44 45.9 10.8 43.3
　45-64 53.1 6.4 40.5
　65+ 26.7 6.6 66.7
住居
　都市 39.1 8.6 52.3
　農村 38.6 8.7 52.7
教育レベル
　初等教育 55.1 6.3 38.6
　前期中等教育 48 9.3 42.7
　後期中等教育 38.7 10.2 51.1
　大学またはそれ以上 29 10.7 60.3
職業
　管理職 / 専門職 32.1 13.9 53.9
　事務職 22.5 11.6 66
　サービス / 販売 40.8 9.1 50
　農業 45.8 9.5 44.7
　林業 / 漁業 72.8 1.7 25.5
　建設 / 鉱業 58.6 11 30.3
　製造業 / 運輸業 43.5 11.8 44.7






図 1-1-3 では、都市、農村別の男性喫煙率の推移を示している。2010 年以前は、1 ～ 6% ほどと大きな差はないものの、








出所 : 喫煙率 GATS（2010）、平均月収 LFS（2010）
























　管理職 / 専門職 184.3
　事務職 193.3
　サービス / 販売 171.8
　農業 103.4
　林業 / 漁業 152.4
　建設 / 鉱業 118





しており、前期中等教育である人は 1%、後期中等教育以上の者は 0% である。また、職業別でみると、林業・漁業、










全体 19.5 1.1 6.4
性別
　男性 39.1 1.9 13
　女性 1 0.4 0.1
年齢
　15-24 11.9 0.3 3
　25-44 24.9 1.1 7.2
　45-64 22 1.8 9.4
　65+ 9.6 1.9 4.7
住居
　都市 21.9 0.4 2.5
　農村 18.5 1.4 8.1
教育レベル
　初等教育 18.7 3.3 5
　前期中等教育 23.7 1 9.8
　後期中等教育 24.1 0 6.7
　大学またはそれ以上 20 0 2.7
職業
　管理職 / 専門職 27 0.1 3.3
　事務職 13.8 0 0
　サービス / 販売 18.5 0.3 3.7
　農業 21.7 2.1 9.4
　林業 / 漁業 47.8 4.9 6
　建設 / 鉱業 56.8 1.8 21.1
　製造業 / 運輸業 28.1 0.4 6.6
　その他 29.6 0.9 9.6
出所：GATS（2010）
2 節　価格とタバコ税
ベトナムでは 2004 年より WHO のタバコの規制に関する世界保健機関枠組条約 （FCTC）を批准しており、喫煙
抑制政策に力を注いでいる。広告・プロモーションの禁止、警告の義務化、増税などが喫煙抑制政策としてあげられる。
ベトナムではあらゆる政策を行っているが、いまだ喫煙率は世界で見ても上位であり、消費量、生産量ともに上昇
している。また、Le Thi Huong（2012）では、GATS のデータよりベトナムの禁煙の普及率は低いと指摘している vii。
そのため、ベトナムでの喫煙抑制政策は完全に機能していないと考えられる。
図 1-2-1　2007 年の東南アジアにおけるマルボロまたは同等なブランドの価格（単位：USD）























最も安価なタバコは、多量タールである VINATABA の Thang Long、低タールである VINATABA の Amore で
あり、8000 ドン（約 40 円）という手頃さである。一方で最も高価なタバコは多量タールである BAT の 555 シリー
ズであり、25000 ドン（約 125 円）である。
以上のようにベトナムは他国と比較してタバコは安価であること、ベトナムで販売されているタバコの大半が
2000 ドン（約 100 円）以下であることが明らかになった。続いて、タバコ価格が安いことの主要因であると考えら
れるタバコの税率について焦点を当てていく。表 1-2-3 は東南アジアにおけるタバコ税制度の比較である。タバコ税









後 1994 年に 70％にまで引きあげられるも、2005 年には 65％まで引き下げられた。他方、国内産のシガレットタバ
コに関しては、導入された 1990 年から 2005 年までの間、45 ～ 52% の間を推移していった。ノンフィルターのタバ
コに関しては、特に税率の変遷が激しく、導入後の 1990 から 1998 年までは 32 ～ 40% の推移であるものの、1999
年から 2005 年には 25% まで低下している。葉巻タバコに関しても、1995 年まではノンフィルタータバコと同じで
あるものの、1996 年に大きく 70% まで引き上げられた。その後、1999 年から 2005 年の間は 55 ～ 65% の間を推移





カテゴリー 銘柄 会社 価格（VND）
多量タール 555 Gold BAT 25000
多量タール 555 Gold Pearl BAT 25000
多量タール 555 State Express BAT 25000
多量タール Bastos De Luxe (Purple) Dong Nai 8000
多量タール Bastos De Luxe (Red) Dong Nai 10000
多量タール Craven A BAT 20000
多量タール Marlboro PMI 23000
多量タール Sai Gon Saigon Tobacco Co 12000
多量タール Thang Long VINATABA 8000
多量タール Vinataba VINATABA 18000
多量タール White Horse BAT 20000
多量タール Winston Blue JTI 15000
多量タール Winston Classic JTI 15000
中量タール Craven A Demi BAT 20000
中量タール Dunhill Menthol BAT 25000
中量タール Marlboro Black Menthol PMI 23000
中量タール Marlboro Gold Original PMI 23000
中量タール Mild Seven Lights JTI 21000
中量タール Mild Seven Original JTI 21000
中量タール Mild Seven Super Lights JTI 21000
低量タール Amore VINATABA 8000
低量タール Kent Convertibles BAT 22000
低量タール Kent HD BAT 22000
低量タール Kent NanoTek Neo BAT 22000
低量タール Rave AK International Co Ltd 11000
低量タール Young Star Saigon Tobacco Co Ltd 10000
超低量タール Dunhill BAT 16000
超低量タール Esse Bamboo Menthol KT&G Corp 16000
パイプタバコ An Lao An Lao Co 3000
パイプタバコ Quang Xuong Quang Xuong Co 4000






ブルネイ 67% 0.25BND/ 本数特別税 N/A
カンボジア 国内品：20%輸入品：25% 10% の従価税 10%











ミャンマー 50% 100% の従価税 16%
フィリピン 53% PHP 12 or 25/ 箱（2tiers）特別税 12%
シンガポール 69% SGD0.32/ 本数特別税 7%
タイ 70% Cigarette：87% の従価税特別税 THB1/gram 7%















ると指摘している。これは現在、世界の高所得国ではタバコ１パックの小売価格の 3 分の 2 以上はタバコ税で占め
られており、他方、低・中所得国ではタバコ１パックの小売価格の半分以下がタバコ税で占められている状況を鑑
みたものである。実際にシンガポールとタイは過去 20 年間でタバコ税が漸進的に上昇した良いケースであり、喫煙
率の減少とともに税収入の増加も経験している。表 1-2-4 は SEACTA によるベトナムにおいて増税をした場合の変
化の推定である。消費税率を増加した際に、タバコ消費税率、小売価格に占める全体の税割合、小売価格、シガレッ
ト消費量、喫煙率、消費税収入、総税収入、産業利益がどのように変化するのかをシュミレーションした。この推
定は増税について様々な示唆を与えてくれる。例えば、総税収は 50% の増税を行うと、46.9% の税収増加が見込め






出所：G Emmanuel Guindon  et al (2010) より筆者作成




消費税の変化率 0 5 10 20 30 40 50
タバコ消費税率 65 70 75 85 95 105 115
小売価格に占める全体の税割合 44.9 46.5 48.1 50.9 53.4 55.6 57.7
小売価格 − 3.1 6.1 12.1 18.1 24.6 30.4
　シガレット消費量 − − 1.5 − 2.9 − 5.6 − 8 − 10.3 − 12.4
　喫煙率 23.8 − 0.8 − 1.5 − 2.9 − 4.2 − 5.4 − 6.6
　消費税収入 − 6.2 12.5 23.5 34.6 45 55.2
　総税収入 − 5.2 10.3 20 29.3 38.2 46.9


































となり、5.6 兆円の社会コスト（医療費 0.2 兆円、喪失国民所得 2 兆円、消防・清掃費用 0.2 兆円、その他 0.2 兆円、
合計 5.6 兆円）のうちの、消防・清掃費用のみが相対需要に比例し、他のコストは固定費と考え、
 
社会コスト＝ 5.4 ＋ 0.2f　　　（2）
 




































図 2-2-1 は Euromonitor International によるベトナムにおけるタバコ売上を示している。2012 年のおけるタバコ
ベトナムにおけるたばこの適正価格−経済メリットと社会コストを用いて−
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売上は 88.56 兆ドンである。よって、ベトナムにおけるタバコによる経済メリットは 88.56 兆ドンである。
3 節　社会コスト
3 節では、ベトナムにおける社会コストについて述べる。清水（2009）によると、喫煙による社会コストは主に（1）
健康面の費用 : 喫煙に起因する患者を診断・治療したり予防したりする費用、（2）施設・環境面の費用 : 喫煙が施設、
周辺環境に及ぼす影響のための費用公的負担部分、（3）労働力損失 : 喫煙が原因で生じる労働力損失の 3 つに分類さ
れる。喫煙による健康面の費用は、超過医療費、予防費用、研究・教育費用からなる。ベトナムにおいて、健康面
の費用はデータ不足のため、算出不可能であった x。しかし、ベトナムの副厚生大臣である Nguyen Thi Xuan は喫




























を算出する。2 章の結果から、経済メリット 88.56 兆ドン、社会コスト 31.76 兆ドン（健康面への費用 2.27 兆ドン、
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ii GSO の 1993 年、1998 年、2001 年、2006 年のサーベイでは、年齢層は 6 つ（15-24, 25-34, 35-44, 45-54, 55-64, 
65+）に分類されていて、35-44 歳が最も高い喫煙率である。
iii ベトナムの学校教育制度は、初等教育は 7 歳からは始まり 5 年間、中等教育は 7 年間 ( 中学校 4 年間、高等学校
ベトナムにおけるたばこの適正価格−経済メリットと社会コストを用いて−
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3 年年間）、高等教育は、大学が 4 年制、短期大学は 3 年制であり、大学院修士課程は 2 年制、大学院博士課程は 3
年制、修士号未収得者は 4 年が標準修学限となっている（JASSO HP）。
iv VLSS（1998），VNHS（2001）の教育水準は、Lower primary, Primary, Second, High school, Above の 5 つに
分類されている。
v Manager/Professional ＝代表 / マネージャー、高レベル専門職、中レベル専門職、Office Worker ＝事務職、
Service/Sales ＝商業全般、宿泊業 / 食品業、情報業 / 通信業、金融業 / 銀行 / 保険業、教育訓練、他サービス業、
Farming, Forestry/Fishing ＝農林漁業、Construction/Mining ＝建築業、Production/Driving ＝製造業、運輸 / 倉
庫業と対応させている。






















xiii ベトナムの最も安いタバコ価格は 40 円であるのに対して、密輸品は 50 円からそれ以上の価格で売られている。
xiv しかしながら、増税によって密輸量は増えないとしても、密輸による税収損失が発生していること、密輸に対す
る有効な打開策を見出せていないことは事実である。密輸に対して有効な政策を進めることができれば、さらなる
税収の増加が見込まれる。密輸の対策は比較的単純で安価な方法がある（Campaign for tobacco-free kids2011）。ひ
とつは、タバコ税のスタンプの改善である。スタンプをより大きく、可視的に、そして他国スタンプと区別できる
ようにすること、免税のタバコは免税のスタンプをするようにすべきであると述べられている。また、記録管理も
重要な方法である。流通業者、卸売業者、小売業者がそれぞれ販売量、取引相手などの情報を管理するものである。
そして、近隣の国と協力し、税率を同水準にすることによって、密輸を抑えることができる。加えて、税率が低い
国に対して圧力を与えることも重要であると述べられている。
ベトナムにおけるたばこの適正価格−経済メリットと社会コストを用いて−
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